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研究成果の概要（和文）：本研究では、戦国大名の発給文書に比べて史料収集・分析が十分に進んでいない大名
家臣について、甲斐武田氏の家臣を主な素材として、関連史料の掘り起こしを図るとともに、大名と家臣との関
係や近世以降の足跡、子孫による系譜編纂等について考察を行った。史料収集では、武田氏関係の新出文書の発
見や、原本の再確認ができたものなど、史料の基礎データの充実を図ることができた。そして近世以降の展開に
ついては、米沢藩士市川氏（旧武田家臣、先方衆）による文書整理、高崎藩士山本氏（旧武田家臣、足軽大将
衆）による系譜編纂等について、新たな知見を提示することができた。

研究成果の概要（英文）：Studies of historical documents concerning the vassals of the Sengoku 
Daimyo, the warlords in the early modern period of Japan, has not been progressed compared with 
those of their boss. This study focused on vassals of the Takeda family, one of the Sengoku Daimyo, 
from the Sengoku to Edo periods by collecting and analyzing new historical documents.
As results, basic data were developed such as discovery of new documents or reconfirmation of the 
documents by using original version.
In addition, this study obtained new information of the Takeda family in the early modern periods 
through analyzing the document arrangement by the Ichikawa family, samurai of Yonezawa domain, and 
the complication of genealogies by the Yamamoto family, samurai of the Takasaki domain.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
戦国大名研究は、大名発給文書を中心とし

た関係史料の収集を基礎としており、それ自
体が重要な成果として数多くの史料集が公
刊されている（先駆的なものに奥野高廣『織
田信長文書の研究』吉川弘文館、1970・71
年。近年では『戦国遺文』後北条氏編、武田
氏編、今川氏編など）。また自治体史におい
ても、各地域の大名関係史料の収集が盛んに
行われ、新史料の発見につながるとともに、
個別大名研究の進展に寄与している（近年の
主な成果として『上越市史』資料編における
「上杉氏文書集」、『仙台市史』資料編におけ
る「伊達政宗文書」など）。 
これら史料収集の中心は大名関係文書で

あり、大名を支え、大名「家中」の構成員と
なった家臣の関係史料については、大名に付
随する形で収集される程度で、本格的な調査
はなされていない場合が多い。このことは特
に滅亡・断絶した大名家で顕著な傾向にある
と思われる。近世まで存続した大名家の場合、
家中における系譜編さん等の過程で家伝文
書の書上などが作成されるため、ある程度の
史料収集は可能であるが、滅亡した大名家で
は、まず滅亡後の家臣の足取りを追跡するこ
とが困難となる。天正 10 年（1582）に滅亡
した甲斐武田氏の場合では、家臣団の一部は
水戸徳川家や彦根藩の藩士になっているこ
とが確認されるが、その他の動向はほとんど
知られていない状況であった。こうした状況
は『山梨県史』資料編（1999～2005 年）、『戦
国遺文』武田氏編（東京堂出版、2000～2006
年）といった史料収集を経ても大きく進展す
ることはなかった。 
しかし近年になり、甲斐武田氏家臣の関係

文書、家伝文書が相次いで発見、確認される
ようになった。主な事例として、山本菅助家
文書（海老沼編『山本菅助の実像を探る』戎
光祥出版、2013 年）、三枝家文書（丸島和洋
「東近江市能登川博物館寄託「三枝家文書」
の検討」〈『戦国大名武田氏と甲斐の中世』岩
田書院、2011 年〉）、秋山家文書（小佐野浅子
「山形大学附属博物館寄託「秋山家文書」」
〈『戦国大名武田氏の役と家臣』岩田書院、
2011 年〉）などがある。 
研究代表者はこのうち、山本菅助家文書の

調査に携わり、「山本菅助」あての武田氏発
給文書や、山本菅助の後継者に関する文書な
どが新たに確認された。これらの新史料によ
り、①これまで疑問とされていた山本菅助の
実在が確かめられ、さらに武田氏家臣として
の位置づけも検討できるようになった。②山
本菅助の子孫が存在し、彼らが近世を通じて
武士として存続していた。③山本菅助子孫の
仕官には、『甲陽軍鑑』の版行や他の武田旧
臣との関わりが大きく作用していた、などの
知見が得られ、戦国大名家臣研究に新たな論
点を提示した（前掲『山本菅助の実像を探

る』）。また研究代表者が所属する山梨県立博
物館において、上記研究成果を公開した展
示・シンポジウムを開催し、研究者や市民へ
の情報の共有化を図った（山梨県立博物館シ
ンボル展「実在した山本菅助」2010 年 6 月 5
日～7 月 5 日開催、シンポジウム「山本菅助
再考」2010 年 6 月 26 日開催）。このように
武田氏家臣の関係史料は今後もさらなる発
見・再確認が見込まれ、その収集・分析は戦
国大名研究の一環として取り組むべき課題
のひとつと認知されている。 
またこうした大名家臣の近世における動

向については、離れた地にいても連絡を取り
合い、互いに仕官の紹介や身元の保証をしあ
うなど、戦国期に形成された関係が近世社会
においても有効になっていたことが確認さ
れた。このような事例は現在のところ山本
家・秋山家など限定的であるが、今後史料収
集と分析を進めることによって、さらに多く
の具体例を掘り起こすことが可能となる。 
以上のことから、戦国大名家臣の史料収集

とその分析は、中世から近世へという時代の
転換期において、武士の存立の拠り所がどの
ようなものであったか、また近世社会におい
て、戦国期の家伝文書や人々の結びつきがど
のような意義を持つものであったか、という
課題の解明にもつながる可能性を有してい
る。 

 
２．研究の目的 
本研究では、上記の研究背景から戦国大名

の中でも特に甲斐武田氏の家臣を主な素材
として、新史料のさらなる掘り起こしを図る
とともに、収集した史料をとおして、大名と
の関係や、近世における家伝文書の位置づけ
などを明らかにすることを目的とした。具体
的には、以下の 3 点を特に重視した。 
（Ａ）大名家臣の家伝文書の類型化 
家臣関係史料を収集し、とくに家伝文書の

様式・形態等を把握し、既知の文書との比較
等を行うことで、伝来する文書の性格を明ら
かにするとともに、家臣が大名から受給する
文書の類型化を図る。 
（Ｂ）戦国大名と家臣との関係、大名家中の

構成・実態の考察 
戦国大名研究は大名による支配のあり方

といった視点に加え、地域社会や家臣がいか
に大名の支配を受容し、いかなることを大名
に求めたか、という点が重視されるようにな
っている。家臣関係史料は大名から受給した
文書が中心になることから、その収集・分析
を進めることにより、大名と家臣との関係や、
家中における位置づけを明らかにする。 
（Ｃ）近世社会において前代の人的関係や家

伝文書が有する意義の解明 
山本菅助家の事例では、戦国期に形成され

た人的関係が、近世において大名家への仕官
にあたり、相互に身元を保証しあう関係とし
て作用していた。史料の収集・分析をとおし



て、このような事例が他にも認められるか、
また異なる事例があるかを確認することで、
旧戦国大名家臣という立場が近世社会にど
のように受け入れられていたかを明らかに
する。 

 
３．研究の方法 
本研究の目的を達成するため、以下の調

査・研究を行うこととした。 
①甲斐武田氏の家臣を中心とした関係史料
の収集を行う。収集には、自治体史等刊本の
他、原本調査を実施する。特に新出史料の場
合は原本調査が必須となる。家伝文書が存在
する場合には、中世文書に加え、可能な限り
近世段階の史料まで確認を行う。また所在が
判明する場合には、墓石の銘文等の調査も行
う。 
②収集した史料の目録化、写真撮影および翻
刻を行い、分析のための基礎情報の抽出と記
録化を図る。 
③収集対象となる史料が伝来した地域、対象
となる家臣やその子孫が足跡を残している
地域について、歴史的環境等を把握するため、
現地調査を実施する。 
 
 平成 26 年度には、武田氏家臣のうち旗本
の構成を示した史料である「武田信玄旗本陣
立書」の模本・写本を調査し、山梨県立博物
館が所蔵する原本との比較や伝来等の考察
を行うための基礎的情報を取得した。 
 また山梨県立博物館所蔵「市河家文書」（武
田氏家臣（先方衆）、後に米沢藩士となる市
河（市川）氏の家伝文書の一部）のうち、米
沢藩士市川氏が作成した中世段階の家伝文
書の写である「古状共写」の調査を行い、同
史料作成時における市川氏の家伝文書の構
成や、写作成の経緯等についての考察をおこ
なった。 
 平成 27 年度には、武田遺臣の由緒を持つ
白河藩士市川氏（新潟県立歴史博物館）、福
井藩士山県氏（福井市立郷土歴史博物館）、
米沢藩士武田氏（市立米沢図書館）の家伝文
書について、武田氏発給文書の所在確認や、
各氏の系譜等を中心に調査・撮影をおこなっ
た。また博物館収蔵品のうち武田氏家臣に関
する資料を中心に写真撮影を行い、関係資料
を公開するための整備も行った。 
 平成 28 年度は、県内の個人所有となって
いる武田信玄自筆書状（原本再確認）を含む
武田氏関係文書の調査・撮影、県外の個人所
蔵となっている新出の武田信玄自筆書状の
調査・撮影を行うことができた。また上半期
には関係資料の撮影を集中的に行ってデー
タ整備に努めるとともに、武田家臣に関わる
基礎資料の一つである「天正壬午起請文」の
写本のうち、山梨県立博物館収蔵資料・県内
所在資料各１点について翻刻を行った。下半
期には山本菅助家文書の追加調査などによ
り、過去の調査で取得できなかった情報を補

うことができた。 
 平成 29 年度は、これまであまり実施でき
なかった武田遺臣に関係する現地調査を行
ったが、高崎藩士山本氏に関係する地域（群
馬県高崎市・新潟県村上市）を訪問するにと
どまり、その他家臣に関わる現地調査につい
ては今後の課題として残った。新規の資料調
査としては、郡内小山田氏が武田氏と相模北
条氏との交渉の取次を行っていたことを示
す新出史料の調査を行い、山梨県立博物館の
資料収集につなげることができた。 
 
４．研究成果 
 初年度である平成 26 年度には、研究論文 2
本、資料紹介 1本、シンポジウム発表 1本の
成果を得た。論文「武田・徳川氏の今川
領国侵攻過程―身延文庫「科註拾塵抄」
奥書の検討から―」（『武田氏研究』 51
号）において、武田・徳川領氏の今川領国
侵攻における遠江・駿河の状況や政治・軍事
情勢について、新史料の分析を通して新たな
知見を提示することができた。「市河家文書
「古状共写」について」（『山梨県立博物館研
究紀要』第 9 集）では、武田旧臣の米沢藩士
市川氏が所蔵する家伝文書の写について、そ
の成立過程等を考察し、米沢藩士市川家によ
る家伝文書の所持状況の一端を明らかにす
ることができた。シンポジウムは、長野県飯
山市で開催された飯山城シンポジウムにお
いて「御館の乱・甲越同盟と武田氏の飯
山支配」を発表し、武田氏が支配した飯山領
とその担い手となった家臣についての考察
を試み、甲越同盟締結後の飯山城とその支配
領域においては、信濃衆を中心とした支配が
展開された可能性を提示した。 
 平成 27 年度には、図書への執筆 1 本に加
え、年度末に特別展「武田二十四将―信玄を
支えた家臣たちの姿―」（平成 28 年 3 月 19
日～5 月 23 日）の開催とその展示図録を刊行
できたことが最大の成果である。本展では、
武田信玄の家臣団を描いた「武田二十四将
図」を中心に取り上げながらも、個々の人物
に注目するのではなく、描かれた家臣たちの
身分に着目し、「御一門衆」「御譜代家老衆」
「先方衆」「足軽大将衆」という身分別に関
連資料を紹介した。またこの身分に当てはま
らない家臣の活動や、武田氏滅亡後の家臣の
動向についても重点的に紹介し、近年におけ
る戦国大名家臣研究の成果と、本研究の成果
を広く発信する機会とすることができた。図
書への執筆では、和根崎剛編『資料で読み解
く真田一族』（郷土出版社）への分担執筆と
して、武田氏に従属する前後の時期における
真田氏の動向について、先行研究の成果によ
りながら概観した。 
 平成 28 年度は、前半には上記「武田二十
四将展」の講演会として、研究協力者にも依
頼して成果をわかりやすく発信する講座を
開催し、研究代表者自身も「武田氏滅亡後の
家臣の動向」をテーマに講演を行った。論文



では、地方史研究協議会の地域大会「「境」
と「間」の地方史－信越国境の歴史像－」（平
成28年10月15日～17日開催）にあたって、
問題提起「川中島合戦と信越国境」（『地方史
研究』383 号）を寄稿し、甲斐武田氏と当該
地域の国衆との関係を考察した。また資料紹
介としては、「武田二十四将展」開催にあた
って調査した古文書について、その詳細デー
タの報告を行った（海老沼「「武田二十四将
展」展示資料の法量詳細」『山梨県立博物館
研究紀要』第 11 集）。同展準備のための調査
では、これまでの文書調査の基本であった料
紙・印判の法量計測に加え、花押の計測も可
能な限り行った。また新たに原本が確認され
た文書もあり、既存の資料データに追加する
べき情報が多く得られた。展示や図録ではそ
うした細かい情報まで提示することはでき
なかったため、別にその成果を公開し、今後
の研究に活用していただくための基礎とし
た。 
 最終年度となる平成 29 年度には、本研究
の中心としている武田家臣山本菅助家の家
伝文書について、特に系図・由緒書など系譜
史料の再検討を行い、その成果を「武田氏滅
亡後の山本氏―高崎藩士への道程と由緒の
形成―」（安中市学習の森ふるさと学習館企
画展『山本菅助』展示図録）としてまとめた。
山本家に伝わる系譜史料には、比較的近接し
た 2 つの時期に作成されたものに大別され、
それぞれ作成の契機とその性格が異なるこ
とを指摘した。そしてこの両時期に作業を行
ったのが同一人物であったことから、この時
の系譜編纂作業を通じて、高崎藩士山本家が
自家の歴史・由緒をかなり正確に把握するこ
とにもつながったことを明らかにした。この
成果に関連して、安中市で開催された企画展
「山本菅助―真下家所蔵文書の発見―」（平
成 29 年 12 月 2 日～平成 30 年 2 月 26 日）
では、展示図録への執筆、講演会、企画内容
へなどに協力し、成果の還元にも努めた。ま
た前年度に調査した新出文書について資料
紹介を行うとともに、そこから読み取れる武
田氏の動向等についての新たな視点を提示
した（「第四次川中島合戦直前の武田氏―新
出の武田信玄自筆書状から―」『戦国史研究』
75 号）。 
 これら年度別の成果を総合した、本研究に
おける成果としては以下の点があげられよ
う。 
第一に、「関係資料収集」については、新

資料の掘り起こしや、これまで原本が未確認
だった資料の調査を数多く行うことができ
た。また研究代表者が担当した特別展に際し
ても、多数の武田氏関係資料の原本調査を行
うことができ、資料データの拡充が図られた。
課題としては、当初計画していた調査を全て
完了することができなかったこと、撮影した
資料の整理が十分に進まなかったことであ
る。これは調査・撮影の分量が当初の想定を
上回ったことが主因であるが、これらのうち

特に整理については、研究期間終了後も少し
ずつ進めていきたい。 
第二に、「近世的展開」に関する考察につ

いては、前述のとおり米沢藩士市川氏、高崎
藩士山本氏の事例によって、その展望を示す
ことができた。この点については今後もさら
に多くの事例から検討を加える必要がある。
その際に注意すべき点は、近世以降の史料に
ついても積極的に収集する必要があること
であろう。今回調査した資料の中でこのこと
を象徴的に物語っているのが、白河藩士市川
氏の家伝文書である。この文書群は現在 6 通
が伝えられているが、『戦国遺文武田氏編』
ではそのうち武田氏発給文書の 3通を収録し、
『山梨県史資料編』ではそれに徳川家康発給
文書の 2 通を加えた 5 通を収録している。両
書の収録範囲外である寛永 5 年 10 月 2 日付
丹羽長重判物によって、市川氏の子孫に白河
藩に仕官した人物が存在していたことが明
らかになった。このような事例の蓄積をさら
に進めることで、特に滅亡した大名家臣の動
向と、彼らどのように文書を伝えてきたかと
いう点について、具体的に解き明かしていく
ことを今後の課題としたい。 
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